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エリザベス女王逝去



BBC 逝去の第一報



日本のニュースでの報道



国連安全保障理事会 各国の反応



エリザベス女王が逝去
•今日の朝（ﾛﾝﾄﾞﾝ８日夜）エリザベス女王がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ
の避暑地バルモラル城で逝去 ９６歳

•6月3日 在位70周年記念式典があった

•世界第２位の在位期間

• １位ﾌﾗﾝｽルイ14世72年 3位ﾀｲプミポン国王70年

•「開かれた王室」を目指して国民から崇敬されていた

•1926年4月21日 ｼﾞｮｰｼﾞ6世の長女 ﾛﾝﾄﾞﾝに生まれ

•1952年2月6日に王位に 英連邦７国の女王になる

体調不良で
一部欠席



波乱万丈の生涯
•第二次大戦中はイギリス女子国防軍で活動

•1947年 フィリップ氏と結婚 ３男１女を得る

•第二次世界大戦で疲弊したイギリスの復興を願う

•イギリス連邦56か国の元首も務める

•今月６日にはトラス新首相の任命を

おこなう

•10日の喪の後国葬を行う

•紙幣や国歌も変更に



イギリス連邦 （コモンウェルス オブ ネイションズ）







やっとで７月中旬レベルに
療養基準の見直しも



一週間を振り返って



1週間を振り返って
•9月2日 G20ｴﾈﾙｷﾞｰ担当相会合 合意できず

•9月3日 対日戦勝利の日 ﾛｼｱ中国で様々なｲﾍﾞﾝﾄ

•9月4日 受刑者へのﾜｸﾁﾝ接種が遅れている

•9月5日 ｲｷﾞﾘｽの新首相ﾘｽﾞ・ﾄﾗｽ氏当選女性3人目

•9月6日 徳島県に私立神山まるごと高専が来春開校

• 住民税非課税家庭に物価対策費５万円支給検討

•9月7日 親ロﾊｯｶｰがｻｲﾊﾞｰ攻撃 東京ﾒﾄﾛなど

•9月8日 馬毛島全島国有化へ



園児置き去りで死亡
•５日 牧之原市の子ども園で３歳の女児が登園バス
に置き去りにされ熱中症で死亡した事件

•昨年の7月29日 福岡県で同様の事件

•再発防止で各施設が対応してきたはず

•登園に関するアプリを利用していた

•アプリがあっても人為的なミスは避けられない

•このような事件が再発しないように センサー設置等

•幼稚園保育園の現状 給与が安い 職場環境が悪い

５歳の男児９時間



日本の信用性が失われる
•今回の問題は昨年10
月にSNSに載った映
像から

•酷い扱いは他にも

•技能実習制度でも

•劣悪な環境で低賃金

•もう日本には行きたく
ないと敬遠される

•円安がさらに加速



馬毛島の国有問題
•現在無人島

•ここに米軍艦載
機訓練施設と
自衛隊施設を
建設

•その為に国が
土地を買い上
げへ

•基地問題の１つ





どこまで広がるオリパラ汚職
•大会組織委員会
の元役員高橋氏

•アオキ 角川
パーク24

•約３億円にもなる
金額

•オリパラの資金
の流れに多くの
疑惑あり





ロシアの対日政策
•9月5日 ビザなし渡
航の中止発表

•対日政策強硬化

•1992年からスタート

•毎年文化交流や意
見交換会を開催

•旧島民にはショック

•領土交渉に影



トラス氏がイギリス首相に
•スナック氏を破り
首相に

•ｻｯﾁｬｰ２世とも

•実力はどうか

•日和見的存在？

•ｼﾞｮﾝｿﾝ路線踏襲

•保守党 81326票

•有権者数4600万



イギリスの首相
•イギリスの首相の選出は

•第一党の党首がなる＝下院議員による投票

•今回はまず保守党に中で党首選挙が行われる

•党員、党友の数約14万人

•スナック氏は国会議員票では上回っていた

•この制度を議院内閣制と呼ぶ

•この制度と似ている国は

•一般有権者は選出できない ＝ｱﾒﾘｶの大統領選挙

２/3の得票を集めた

日 本



注目するポイント





NPT核不拡散条約再検討会議
•NPT＝核兵器と兵器技術の拡散を防止し、原子力の平和
的利用に関する協力を促進し、核軍縮と全般的な完全軍
縮の達成を目指すことを目的に1970年締結
•５年に１回 再検討を行う会議が開かれる
•前回 2015年 ｲｽﾗｴﾙの非核化を巡って議論
• 西ｱｼﾞｱ問題 ﾛｼｱ中国ｱﾒﾘｶの意見の対立
•今回 ｺﾛﾅ蔓延で２年遅れで開催
• ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻 核兵器使用をちらつかせる
•合意に向けﾛｼｱを名指しせず最終合意を目指したがロシ
アが合意せず

合意できず

全会一致が原則なので合意できず



NPTの問題点
•第二次世界大戦の核使用による悲惨な現状がある
•米ソの核兵器開発競争が激化
•POWER OF BLANCE 力を持つことで平和を構築
•イギリス、フランス、中国が核兵器を開発安全保障理事会
の常任理事国のみ
•安全保障理事会の常任理事国のみ ＞核兵器の保有可
•核の製造保有を禁止 平和利用のみ IAEAの監査
•2000年には「核廃絶の明確な約束」を盛り込んだ最終文書
を採択
•その後ｲﾝﾄﾞ ﾊﾟｷｽﾀﾝ ｲｽﾗｴﾙ 南ｱ 北朝鮮等が開発





NPTの問題点
•2000年の合意事項「核廃絶の明確な約束」をどのよう
に実現するかが問題

•加盟していない国をどのように引き入れるか

•現在所有している核兵器をどう無くしていくか

•2021年に発効した核兵器禁止条約とのすり合わせ

•日本の役割は大きいはず

• 岸田首相の動きは？ 来年のG７サミットは広島で開催

日本は核兵器禁止条約には非参加
岸田首相は代表団送らず
加核の傘に守られている



TICAD アフリカ開発会議
•1993年 日本が国連に働きかけて設立した

•アフリカの54か国の首脳らが参加し、日本との経済関
係の強化や開発援助について議論

•全体会合やビジネスフォーラムからなる

•政府+民間企業が参加

•豊富な地下資源や人口が今後大きな経済ポイントに

•今回 300億ドルの投資を表明

•産業 保健 教育 農業 環境対策 起業支援等



出遅れる日本
•300億ドルという数字は
決して高くない
•日本の本気度は
•現在中国に大きく離さ
れている
•JICAなどの活動も十
分ではない
•民間NGOなどもっと多
角的な支援が必要



中国ロシアの動きに注目
•2000年 中国アフリカ協力フォーラム がスタート

•「一帯一路」のもとインフラ建設や巨額の融資を続ける

•2021年 習近平が訪問 ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ10億回分 医療関
係者の派遣を行う

•余りに経済的に圧迫すると反発も

•2019年 ロシア・アフリカ経済フォーラム を開催

•今回のｳｸﾗｲﾅ侵攻についても表面的には批判しても
実際は関係を保っている



今後最重要な市場となる
•現在中国イン
ドが最大人口

•今後急激に増
加するのはア
フリカ諸国

•2100年には
110億人に

•アフリカが第
二位に

現在



合計特殊出生率の比較



アフリカの特徴
•アフリカの多くの国は一夫多妻制

•農業中心の産業構造

•機械化が遅れているために労働力が必要

•子どもの数が減らない理由

•貧困から抜けだせない中で教育も不十分

•高度な仕事に就くことができない

•悪循環からどう抜け出すか？



多妻制の国

•基本的に
はイスラム
諸国が一
夫多妻制



•ソ連最後の指導者
•1985年から
•ｸﾞﾗｽﾉｽﾁとﾍﾟﾚｽﾄﾛｲｶ
•冷戦を終結
•ノーベル平和賞受賞者
•民主化政策実行



ゴルバチョフの評価
•西側諸国では評価されている

•ロシアではあまり評価されていない

•ソ連を崩壊させた張本人

•ペレストロイカで急速な経済改革＝社会主義脱却

•政治改革、ソ連の歴史の見直し

•東ヨーロッパの改革に的確な対応できず

•1991年8月19日 保守派のｸｰﾃﾞﾀｰをきっかけに失職

•12月25日 エリツィンがロシア独立発表 ＞ソ連崩壊



ゴルバチョフの晩年
•政界に何回か復帰しようとするが失敗

•1991年 国際社会経済・政治研究基金設立

•国際環境保護運動に積極的に参画

• 地球憲章やアースデー設立に関与

•民主系新聞「ノーバヤ・ガゼータ」紙の大株主

•ロシアの未来は民主主義によるもののみ

•ウクライナ侵攻は直ぐにやめるべきである

• ＝＞プーチン大統領批判

この資金源が
旧統一教会



ロシアの軍事演習
ボストーク2022



ボストーク2022を開催



ウクライナ侵攻の中で行われた
•プーチン大統領も視
察した

•参加国14 兵員５万

•南米ニカラグアが参
加 反米の国

•インドの参加も注目

•クアッドの一員である

•ロシアとのパイプ確保





今回の特色
•中国が陸海空軍を投
入

•日本海で露中合同で
６隻の艦船で演習

•14か国の演習は１か
所

•対米への結束を誇示
するのが目的か

セルゲエフ演習場



同時に国際経済会議を開催
•ウラジオストク等で会議開催

•東方経済フォーラム

•安倍元首相も４回出席

•経済制裁を行っている欧米
に対抗している姿勢を誇示

•日出ずる国はロシアである

•北朝鮮から大量の弾薬輸入
も話題に



ロシアの立場を誇示する
•軍事演習 ウクライナ侵攻で大量の兵力を投入

•にも拘わらず軍事演習を行う

•今までは中国・北朝鮮の３国で行っていた演習

•ロシアを支持する国に呼び掛けて展開

•経済フォーラムも経済制裁に問題なく対応している

•ロシアのエネルギー、兵器の供給は参加国の魅力

•欧米の様々な制裁は効果なしをアピール



ウラジオストクで開催された
経済フォーラム



自民党の迷走



岸田首相の記者会見



岸田首相の焦り
•安倍元首相の銃撃事件を受けて

•参議院議員選挙で大勝した

•その後に出てきた問題を克服するために内閣改造

•安倍元首相の葬儀を国葬にする

•国民は支持してくれると思っていた

•内閣支持率が低下

•国民の疑念や懸念を払しょくできていない



読売新聞

毎日新聞

毎日新聞



岸田首相の考え
•旧統一教会問題

•内閣支持率回復

•安倍元首相国葬

•これらの問題を
解決するための
記者会見

•国民の信頼回復



国葬に関しての政府の考え
•６回の国政選挙での勝利と最長の政権を維持

•国内外の政治経済分野で目覚ましい成果を得た

•各国からの敬意・弔意をしっかり受け取る必要あり

•この機会を利用した弔問外交も行う

•吉田茂氏の国葬

•佐藤栄作氏の国民葬

•中曽根康弘氏の内閣・自民党合同葬
一部税金を使用

全額税金で負担

閣議で決定することができる



国葬にこだわる理由は何か
•故安倍氏の功績を評価
•故安倍氏を追悼し暴力に屈しない民主主義を断固と
して守り抜く姿勢を見せる
•海外からの弔意をしっかり受け止める
•内閣府の「国の儀式」として初の国葬
• 今までの例 東日本大震災10周年追悼式（儀式？）
•国民に対しては弔意を強制することはない
•省庁では弔旗の掲揚と黙祷を指示
•自治体には要望しない 家族葬の時には半旗を指示



点検結果の発表



点検結果の内容
•国会議員 378人中179人

•この数字から何を云える？

•自民党は接点を無くすと言っ
ている

•多くの議員は「認識なかっ
た」と言っている

•これで幕引きできるのか

•議長、地方議員は除外



与党と旧統一教会
•なぜ自民党議員が関係す
るのか

•関係する議員の80%は自
民党議員

•目指すものに共通点が多
いこと

•「勝共」という流れ

•「家庭」という流れ



日本の政府とメディアの関係性
•日本のﾒﾃﾞｨｱは自主自律公平な立場で報道している
のか
•2012年の第二次安倍内閣発足以降首相記者会見
にフリーのｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄが事前登録されたのはゼロ
•現在コロナ対策のため29席
•内閣記者会常勤幹事社19席 専門新聞協会雑誌協
会外国プレスフリーランス10席
•質問は司会者が指名
•質問内容やさらなる突っ込みが不十分なことばかり

異常な閉鎖性



具体的にみると
•今回の安部元首相の銃撃事件

•第一報から山上容疑者の背景に宗教団体があると
言われたがどの報道も具体的な教団名はなし

•海外通信社のニュースにはすでに旧統一教会の名
が報道されている

•日本は３日後になって初めて教団名が流される

•この状況の中で政府に対しての忖度があるのでは
ないか？


